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上質紙（ ％）出力時、モノクロ出力は水平 ・垂直 で、カラー出力は水平 ・垂直 で出力してく
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起業家育成のための入居施設（ ）

市
民
参
画
条
例
制
定

の
考
え
は
。

市
民
参
画
課
長

今
ま
で

の
市
民
参
画
の
施
策
を
分
析

し
、
内
部
の
方
針
を
固
め
、

市
民
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
委
員
会
で
議
論
を
進
め
て

い
く
。

定
率
減
税
の
廃
止
に

よ
り
市
民
の
税
負
担
が
増
え

て
い
る
。
納
期
を
増
や
す
な

ど
支
援
策
の
考
え
は
。

税
務
課
長

納
期
は
４
期

だ
が
、
納
付
が
困
難
な
方
に

は
相
談
を
受
け
付
け
、
分
納

を
す
す
め
る
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
。

昨
年
９
月
の
女
性
交

流
支
援
ル
ー
ム
設
置
に
よ
る

相
談
件
数
の
伸
び
は
。ま
た
、

土
日
に
開
設
す
る
考
え
は
。

市
民
参
画
課
長

年
度

と
比
較
し
、
２

３
倍
の
増

加
。
ま
た
、
土
日
の
開
設
は

利
用
者
の
声
や
利
用
状
況
を

見
極
め
て
検
討
。

一
時
保
育
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
が
、
市
の
対
応
は
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

河
原

保
育
所
で
一
時
保
育
を
実
施

し
て
い
る
が
、
申
し
込
み
が

多
く
、
改
築
中
の
園
舎
完
成

で
定
員
を
５
名
増
や
す
予
定

で
あ
る
。地

域
密
着
型
介
護
施

設
の
設
置
予
定
は
。

健
康
介
護
課
長

事
業
者

に
募
集
を
か
け
、

年
度
に

大
住
、三
山
木
で
設
置
予
定
。

年
度
に
は
草
内
に
設
置
で

き
る
よ
う
募
集
す
る
。

夜
間
保
育
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
。実
施
す
る
考
え
は
。

助
役

本
市
の
子
育
て
支

援
は
子
育
て
支
援
行
動
計
画

な
ど
に
基
づ
き
施
策
を
実

行
。
見
直
し
時
期
に
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、
必
要
で
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

河原保育所の仮園舎

国
民
保
護
計
画
上
の

要
配
慮
者
へ
の
対
応
と
学
生

な
ど
と
の
連
携
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

年
度
に
要
配
慮
者
の
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。ま
た
、

各
区
等
に
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
を
進
め
、
要
配
慮

者
の
避
難
に
対
応
。
学
生
に

は
大
学
か
ら
災
害
へ
の
意
識

啓
発
を
お
願
い
し
て
い
る
。

消
防
職
員
等
の
特
殊

勤
務
手
当
の
見
直
し
は
。

職
員
課
長

業
務
の
特
殊

性
や
必
要
性
を
検
討
し
、
国

や
他
市
の
支
給
対
象
や
支
給

単
位
な
ど
の
状
況
を
精
査
し
、

早
急
に
見
直
し
案
を
作
成
し

職
員
団
体
と
協
議
す
る
。

年
度
予
算
の
特
徴

は
。企

画
財
政
課
長

厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
実
施
計
画

に
掲
げ
る
継
続
事
業
や
緊
急

性
の
高
い
事
業
を
計
上
。

市
内
巡
回
バ
ス
の
検

討
状
況
と
そ
の
必
要
性
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
課
長

庁
内
で
関
係
部
局
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
実
施
。
３
月

中
に
運
行
状
況
の
中
間
報
告

を
行
う
。財

政
状
況
が
以
前
よ

り
悪
化
し
て
い
る
。
市
民
に

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
情
報
発
信
し
、
意

見
聴
取
を
し
な
が
ら
、
市
民

の
理
解
を
得
て
、
行
政
改
革

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

山
手
幹
線
・
薪
工
区

開
通
に
向
け
、信
号
設
置
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

事
業
主
体
の
府
に
５
カ
所
の

設
置
を
要
望
。実
現
に
向
け
、

さ
ら
に
要
望
を
続
け
る
。

消
防
が
積
極
的
に

を
各
施
設
へ
配
置
す
べ

き
で
あ
る
が
、市
の
考
え
は
。

助
役

骨
格
予
算
で
あ
る

た
め
、
６
月
補
正
以
降
に
検

討
す
る
。

農
産
物
の
特
産
地
形

成
の
た
め
、
制
度
充
実
を
図

る
べ
き
で
あ
る
が
、考
え
は
。

経
済
環
境
部
長
事
務
代
理

現
在
あ
る
補
助
金
を
点
検

し
、
農
家
の
方
が
利
用
し
や

す
い
補
助
金
を
検
討
。ま
た
、

後
継
者
育
成
の
た
め
、
国
の

施
策
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
検
討
し
た
い
。

枚
方
市
第
２
清
掃
工

場
の
稼
働
時
期
と
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
調
査
は
。

企
画
財
政
課
長

年
５

月
ご
ろ
完
成
し
、
７
月
ご
ろ

ま
で
試
運
転
。
そ
の
後
本
格

稼
働
さ
れ
る
予
定
。

清
掃
衛
生
課
長

建
設
以

前
に
実
施
の
環
境
影
響
評
価

に
よ
り
追
跡
調
査
さ
れ
る
予

定
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
は

現
在
も
市
内

カ
所
を
調
査

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
。

水
洗
化
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

下
水
道
課
長

人
材
派
遣

に
よ
る
民
間
の
促
進
員
が
個

別
訪
問
を
実
施
し
て
い
る

談
合
防
止
の
た
め
入

札
改
革
を
具
体
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
が
、市
の
考
え
は
。

計
画
検
査
課
長

公
平

性
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
一
般
競
争
入
札
へ
移
行

し
、
電
子
入
札
な
ど
の
取
り

組
み
を
情
報
収
集
し
検
討
。

助
役

課
題
認
識
は
し
て

お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

が
、
市
職
員
と
は
相
手
の
対

応
が
違
う
た
め
、
今
後
は
職

員
に
よ
る
個
別
訪
問
も
実
施

し
た
い
。高

齢
化
に
よ
り
墓
地

確
保
を
希
望
す
る
市
民
が
多

い
。
募
集
要
件
を
緩
和
す
る

考
え
は
。

環
境
課
長

６
月
末
の
用

地
返
還
状
況
を
み
て
、
再
募

集
す
る
際
に
検
討
す
る
。

地
産
地
消
の
観
点
か

ら
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
へ

支
援
策
は
。

農
政
課
長

収
益
活
動
で

あ
る
た
め
、
固
定
資
産
税
の

減
免
は
で
き
な
い
。
運
営
費

の
補
助
金
は
検
討
し
た
い
。

的
総
括
は
。

学
校
教
育
課
統
括
主
幹

検
察
庁
か
ら
資
料
返
却
さ
れ

る
の
が
５
月
末
ご
ろ
。
６
月

議
会
に
は
報
告
す
る
。

田
辺
東
小
学
校
の
耐

震
化
等
工
事
を
行
う
際
の
騒

音
対
策
は
。

教
育
総
務
課
長

大
き
い

音
が
出
る
工
事
は
夏
休
み
中

に
実
施
し
、
防
音
シ
ー
ト
な

ど
工
夫
す
る
。
授
業
は
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
を
確
保
し
、対
応
。

田
辺
公
園
プ
ー
ル
の

指
定
管
理
者
制
度
移
行
は
、

市
民
の
利
用
に
戸
惑
い
が
な

い
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
が
。

社
会
体
育
課
長

各
種
事

業
や
雇
用
の
継
続
な
ど
指
定

管
理
者
と
最
終
的
に
詰
め
て

い
き
た
い
。

市
内
中
学
生
の
事
件

が
多
発
し
て
い
る
が
対
策
は
。

教
育
長

指
導
主
事
の
派

遣
、
生
徒
指
導
の
サ
ポ
ー
ト

連
携
会
議
を
立
ち
上
げ
協
議
。

文
科
省
が
進
め
て
い

る
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

年
度
か
ら
実
施
す
る
考
え
は
。

社
会
教
育
課
長

場
所
の

確
保
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
問
題
が
あ
る
。

年
度
中

に
検
討
。新

設
の
ポ
ッ
ト
ラ
ッ

ク
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長

興
戸
で

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
開

設
。
指
導
主
事
を
１
名
、
指

導
員
を
２
名
常
駐
。

施
設
管
理
課
長

３
カ
年

で
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

防
賀
川
公
園
の
全
体

計
画
は
。

施
設
整
備
課
長

西
側
は

３
分
の
１
程
度
の
事
業
が
終

了
し
、
年
度
に
完
成
予
定
。

そ
の
後
、東
側
に
着
手
予
定
。

三
山
木
区
画
整
理
事

業
の
保
留
地
の
見
込
み
と
進

捗
状
況
は
。

三
山
木
整
備
課
長

保
留

地
の
予
定
面
積
は
１
万

。

処
分
価
格
は
地
価
の
下
落
な

ど
か
ら
見
直
し
、

億
円
で

計
画
し
て
い
る
。
処
分
時
期

は
地
権
者
へ
の
換
地
後
、
使

用
収
益
が
開
始
す
る
時
期
を

考
え
て
い
る
。

贈
収
賄
事
件
が
起
こ

っ
た
委
託
業
務
の
委
託
料
の

削
減
検
討
は
。

学
校
教
育
課
統
括
主
幹

派
遣
社
員
の
業
務
内
容
、
経

験
年
数
な
ど
か
ら
委
託
料
は

適
正
で
あ
り
、
当
初
予
算
に

も
同
額
を
計
上
。
契
約
は
入

札
に
よ
り
実
施
。

贈
収
賄
事
件
の
全
体

ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
検
討
。

市
道
東
興
戸
線
の
事

業
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
が
、

事
業
の
見
直
し
な
ど
含
め
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

施
設
整
備
課
長

地
元
要

望
の
事
業
で
あ
り
、
意
見
調

整
し
判
断
を
し
た
い
。

河
川
改
修
が
未
整
備

の
地
域
で
住
宅
開
発
が
進

み
、
大
雨
時
に
非
常
に
危
険

で
あ
る
。指
導
が
必
要
で
は
。

計
画
検
査
課
長

許
可
権

者
で
河
川
管
理
者
の
府
と
協

議
を
し
、
適
切
な
治
水
対
策

の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

市
営
住
宅
の
火
災
報

知
器
の
設
置
予
定
は
。

総

括

質

疑（
各
会
派
の
意
見
）

総

括

質

疑（
各
会
派
の
意
見
）

一

新

会

一

新

会

共

産

党

共

産

党

自
民
緑
政
会

自
民
緑
政
会

公
明
・
市
民

公
明
・
市
民

市
民
の
眼

市
民
の
眼

新

生

会

新

生

会

平
成
８
年
度
か
ら
第
２
次

総
合
計
画
に
取
り
組
み

緑

豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都

市

の
実
現
に
努
力
し
、
数

多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

来
た
。
ま
た
、

年
度
ス
タ

ー
ト
の
魅
力
的
な
夢
の
あ
る

第
３
次
総
合
計
画
の
実
現
に

向
け
て
全
職
員
が
一
致
し
て

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め

と
す
る
国
と
地
方
を
め
ぐ
る

税
財
政
の
変
革
に
よ
り
、
今

後
の
市
の
財
政
運
営
は
一
層

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
。
久
村
市
長

の

年
間
の
行
財
政
運
営
の

経
験
を
踏
ま
え
、
次
期
市
長

へ
そ
の
教
訓
を
引
き
継
ぐ
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

所
得
税
・
住
民
税
の
増
税

で
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
。

高
い
国
保
税
の
引
き
下
げ
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
小
学

校
卒
業
ま
で
拡
充
を
。
興
戸

の
開
発
に
伴
う
避
難
通
路
は

特
定
業
者
へ
の
便
宜
供
与
。

１
２
０
０
万
円
の
小
切
手
の

会
計
処
理
も
ず
さ
ん
で
あ

り
、き
ち
ん
と
解
決
す
べ
き
。

市
民
参
画
に
よ
る
経
営
的

市
政
運
営
（

）
を
目

指
し
て
、
市
長
の
気
概
が
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。子
ど
も
、

高
齢
者
、
し
ょ
う
が
い
者
に

対
す
る
支
援
を
優
先
し
、
自

然
環
境
保
全
と
行
財
政
改
革

の
推
進
が
急
務
だ
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
編
し
て
、

住
民
本
位
の
自
治
を
。

昨
今
の
自
治
体
運
営
は
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
、
か
つ

効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
が

必
要
。
様
々
な
行
政
課
題
を

市
民
と
共
有
し
、
協
調
・
協

働
す
る
気
運
を
盛
り
上
げ
る

べ
き
。
市
民
の
理
解
を
得
る

行
政
運
営
に
は
職
員
の
更
な

る
意
識
高
揚
と
組
織
の
機
能

向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

職
員
の
仕
事
は
、
市
民
に

ど
れ
だ
け
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
委

員
会
や
会
議
に
対
す
る
資
料

づ
く
り
に
大
半
の
時
間
を
使

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
委
員
会

に
使
う
費
用
や
時
間
を
減
ら

し
、
そ
の
分
を
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
使
う
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

年（平成 年） 月 日


